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〇
職
業
に
関
す
る
意
識

（
女
性
が
職
業
を
も
つ
こ
と
に
対
す
る
意
識
）

〜
女
性
が
職
業
を
も
つ
方
が

よ
い
と
考
え
る
人
が
多
い
〜

　
女
性
が
職
業
を
も
つ
こ
と
に
対
す
る
意
識

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職

業
を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を

も
つ
方
が
よ
い
」（
37
·
9
%
）
が
４
割
近
く
で

最
も
高
く
、
次
い
で
「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、

ず
っ
と
職
業
を
続
け
る
方
が
よ
い
」（
32
·
9
%
）

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
と
も
に
女
性
が
職
業
を
も
つ
方
が
よ

い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

〇
家
事
分
担
の
状
況

〜
ま
だ
ま
だ
、
女
性
に
負
担
〜

　
家
事
分
担
の
状
況
を
７
項
目
に
分
け
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
い
つ
も
し
て
い
る
」
と
「
と
き
ど

き
し
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
「
し
て
い
る
」
は
、

女
性
で
は
⑴
掃
除
（
90

·
9
%
）
、
⑵
洗
濯

（
90

·
4
%
）
、
⑷
食
事
の
片
付
け
（
91

·
1
%
）

で
そ
れ
ぞ
れ
９
割
台
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
「
全
く
し
て
い
な
い
」
と
「
ほ
と
ん
ど
し

て
い
な
い
」
を
合
わ
せ
た
「
し
て
い
な
い
」
は
、

男
性
で
は
⑵
洗
濯
（
53

·
1
%
）
と
⑶
食
事
の

支
度
（
55

·
5
%
）
で
と
も
に
５
割
台
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
女
性
の
ほ
う
が

「
し
て
い
る
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
家

事
分
担
は
、
女
性
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
　
　

特

集

　平
成
31

年
度
に
策
定
す
る
新
し
い
「
相
模

原
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
識
・
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・
事
業

所
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
調
査
結
果

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
査
の
概
要

市
民
意
識
調
査

○
調
査
対
象
　
相
模
原
市
在
住
の
18
歳
以
上

の
男
女
個
人
（
外
国
人
を

含
む
）

○
標

本

数
　
3
、
0
0
0
人

○
抽
出
方
法
　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
等

間
隔
系
統
抽
出

○
調
査
期
間
　
平
成
30
年
６
月
27
日
〜

　
　
　
　
　
　
7
月
12
日

○
回

収

率
　
39
·
8
％

事
業
所
調
査

○
調
査
対
象
　
相
模
原
商
工
会
議
所
及
び

城
山
商
工
会
、
津
久
井
商
工

会
、
相
模
湖
商
工
会
、
藤
野

商
工
会
の
会
員
（
事
業
主
）

の
う
ち
、
お
お
む
ね
従
業

員
10

人
以
上
の
事
業
所
の

事
業
主

○
標

本

数
　
7
4
8
事
業
所

○
調
査
期
間
　
平
成
30
年
６
月
27
日
〜

７
月
12
日

○
回

収

率
　
38
·
0
％

市
民
意
識
調
査

〇
性
別
役
割
分
担
意
識

　〜
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
〜

　
　「
男
は
仕
事
」
、
「
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え

方
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ

ろ
、「
賛
成
」

（
4
·
7
%
）
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
」（
36

·
5
%
）
を
合
わ
せ
た
「
賛
成
派
」

（
41
·
2
%
）
が
４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
性
別
で
見
る
と
「
賛
成
派
」
は
、
男
性
が

45

·
9
％
、
女
性
が
37

·
4
％
と
な
っ
て
お

り
、
男
性
の
ほ
う
が
、
「
男
は
仕
事
」
、
「
女
は

家
庭
」
と
い
う
考
え
に
賛
成
す
る
人
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

平成30年度　男女共同参画に関する市民意識・事業所調査の結果報告

相模原市民の男女共同参画の
意識はどうなっているの？

〇
男
女
の
平
等
感

　〜
い
ぜ
ん
と
し
て
、
男
性
優
遇
〜

　
男
女
の
平
等
感
を
７
項
目
に
分
け
て
聞
い

た
と
こ
ろ
「
男
性
の
方
が
優
遇
」
と
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
男
性
優
遇
」
を
合
わ
せ
た

「
男
性
優
遇
派
」
が
最
も
高
い
の
は
、
⑺
政
治

の
場
（
81

·
6
%
）
で
８
割
を
超
え
て
お
り
、

次
い
で
⑸
社
会
通
念
、
習
慣
、
し
き
た
り
な

ど
（
76

·
8
%
）
、
⑵
職
場
環
境
（
73

·
9
%
）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
平
等
」
が

最
も
高
い
の
は
⑶
学
校
教
育
（
78

·
2
%
）

で
８
割
近
く
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
、

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

性別役割分担意識-性別

4.7

4.8

4.5 41.4 35.3 17.8

32.6 38.7 21.8

36.5 37.3 19.7全　体

【性 別】

女　性

男　性

1.8

2.2

1.0

（％）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

賛成派 反対派

家事分担の状況-性別

54.9

19.2

77.3 13.1 4.9

45.9 22.9 10.6

36.0 5.9女 性

男 性

19.8 25.3 28.8 24.3男 性

25.5 46.5 21.0 5.9男 性

35.3 47.1 15.7男 性

10.8 16.9 6.2 13.8 52.3男 性

19.0 23.3 33.7 21.8男 性

31.4 35.5 21.6 10.0男 性

女 性

80.4 9.3 6.3女 性

78.1 13.0 4.6女 性

59.4 29.9 6.0女 性

82.5 3.23.2 11.1女 性

28.3 15.0 4.44.4 47.8女 性

1.7

1.4

1.5

1.8

1.1

2.2

2.2

1.2

2.0

1.6

2.6

（％）

いつもしている ときどきしている ほとんどしていない 全くしていない 無回答

している していない

1.5

3.1

2.9

2.2

2.0

0.0

0.0

⑴掃除

⑵洗濯

⑶食事の支度

⑷食事の
　後片付け

⑸買物

⑹育児
　 （６歳未満の子ども

      がいる人のみ）

⑺介護・看護
　 （対象者がいる

      人のみ）

女性が職業をもつことに対する意識-性別

女　性

男　性

女性は職業を
もたない方が

よい

結婚するまで
は職業をもつ

方がよい

子どもができる
までは、職業を
もつ方がよい

子どもができて
も、ずっと職業を
続ける方がよい

子どもができたら
職業をやめ、

大きくなったら
再び職業をもつ

方がよい

無
回
答

そ
の
他

全　体

【性 別】

6.0

6.6 6.8 32.4 40.0 12.0

8.6 32.9 37.9 11.9

2.1

1.7

0.7

0.5

1.0

4.9 11.4 33.5 35.5 11.8

2.0

（％）

平等

（％）

男女の平等感

男性の方が
優遇

どちらかといえば
男性優遇

どちらかといえば
女性優遇

女性の方が
優遇

無回答

男性優遇派 女性優遇派

12.6 42.9 29.9 10.4⑴家庭生活

8.5 40.7 43.1 4.0 3.1
⑷地域社会
　（自治会、NPOなど）

20.9 55.9 17.2 3.1 2.5
⑸社会通念、習慣、
　しきたりなど

21.5 52.4 18.8 4.1⑵職場環境

11.8 40.1 40.2 3.5 3.5⑹法律、制度上

35.0 46.6 14.7 2.6⑺政治の場

⑶学校教育

1.8

2.7

2.3

0.5

0.4

0.5

0.4

0.9

0.9 0.2

2.6

12.4 78.2 3.3 3.1
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女　性

男　性

女性は職業を
もたない方が

よい

結婚するまで
は職業をもつ

方がよい

子どもができる
までは、職業を
もつ方がよい

子どもができて
も、ずっと職業を
続ける方がよい

子どもができたら
職業をやめ、

大きくなったら
再び職業をもつ

方がよい

無
回
答

そ
の
他

全　体

【性 別】

6.0

6.6 6.8 32.4 40.0 12.0

8.6 32.9 37.9 11.9

2.1

1.7

0.7

0.5

1.0

4.9 11.4 33.5 35.5 11.8

2.0

（％）

平等

（％）

男女の平等感

男性の方が
優遇

どちらかといえば
男性優遇

どちらかといえば
女性優遇

女性の方が
優遇

無回答

男性優遇派 女性優遇派

12.6 42.9 29.9 10.4⑴家庭生活

8.5 40.7 43.1 4.0 3.1
⑷地域社会
　（自治会、NPOなど）

20.9 55.9 17.2 3.1 2.5
⑸社会通念、習慣、
　しきたりなど

21.5 52.4 18.8 4.1⑵職場環境

11.8 40.1 40.2 3.5 3.5⑹法律、制度上

35.0 46.6 14.7 2.6⑺政治の場

⑶学校教育

1.8

2.7

2.3

0.5

0.4

0.5

0.4

0.9

0.9 0.2

2.6

12.4 78.2 3.3 3.1



4

事
業
所
調
査

〇
働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

（
女
性
管
理
職
を
配
置
し
て
い
な
い
職
種
）

〜
女
性
管
理
職
の
配
置
が
少
な
い
〜

　
女
性
管
理
職
を
配
置
し
て
い
な
い
職
種
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
「
全
て
の
職
種
に
配
置
し
て
い
な
い
」

（
35
·
6
%
）
が
最
も
高
く
、
次
い
で
、
「
営
業
職
」

（
33
·
5
%
）
、
「
製
造
・
作
業
職
」（
27
·
1
％
）
、
「
専

門
・
技
術
職
」（
26
·
8
%
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
女
性
管
理
職
を
配
置
し
て
い
な
い
職
種

が
あ
る
」
と
回
答
し
た
事
業
所
に
、
そ
の
理
由
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
管
理
能
力
の
面
で
必
要
な
知
識
・
経

験
を
有
す
る
女
性
が
い
な
い
（
少
な
い
）
か
ら
」（
44

·
4
%
）
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
も
と
も
と
女
性

が
い
な
い
（
少
な
い
）
か
ら
」（
42
·
8
%
）
、
「
女
性

自
身
が
管
理
職
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
か
ら
」

（
22
·
2
%
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
女
性
管
理
職
の
配
置
が
少
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

〇
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

　〜
多
く
の
事
業
所
が
働
き
方
の
見
直
し
を

　
　進
め
て
い
る
〜

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
向
け
て
の

「
働
き
方
」
の
見
直
し
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
進

め
て
い
る
」（
52
·
5
%
）
が
５
割
を
超
え
て
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
見
直
し
を
「
進
め
て
い
る
」
と
回
答
し

た
事
業
所
に
、
そ
の
内
容
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
育
児

休
業
」（
68
·
5
%
）
が
７
割
近
く
で
最
も
高
く
、
次

い
で
「
勤
務
時
間
の
柔
軟
な
対
応
」（
66
·
4
%
）、「
休

暇
関
係
」（
59
·
7
%
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
、

「
働
き
方
」
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
事
業
所
が
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　すべての人が生きがいを持って豊かな生活を送るため、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」

を実現することは、とても重要です。

　相模原市では、働きながら安心して育児や介護ができる地域社会を目指し、平成19年度より、「相模原市

仕事と家庭両立支援推進企業表彰」を行っております。

　平成30年度に表彰された企業を紹介します。

相模原市仕事と家庭両立支援推進企業表彰

株式会社イノウエ

【表彰理由】

●子の看護休暇制度及び介護休暇制度の有給扱い

●年次有給休暇取得率向上の工夫　等

有限会社ケミカル電子

【表彰理由】

●子育て世帯への経済的支援

●健康診断未実施等従業員への社長面談実施　等

ホシザキ湘南株式会社（相模原第１営業所、相模原第２営業所）

【表彰理由】

●短時間勤務制度及び残業の免除制度の対象年齢拡大

●配偶者出産休暇制度の整備　等

ワーク・ライフ・バランス
実現に向けての

「働き方」の見直し状況-経年比較

（％）

平成30年度

平成27年度

52.5

38.5 58.2

17.3 27.5 2.8

3.3

進めている 今後進める予定 進めていない 無回答

ワーク・ライフ・バランス実現に向けて
進めている内容-経年比較

68.5

69.8

0.0

1.6

66.4

65.9

59.7

55.8

54.4

54.3

12.8

14.0

7.4

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

育児休業

勤務時間の
柔軟な対応

経済的支援

その他

休暇関係

介護休業

無回答

平成30年度

平成27年度

33.5

34.6

35.6

32.8

27.1

29.3

26.8

28.1

16.5

19.1

13.0

14.0

2.1

5.7

8.1

11.6

6.3

3.9

0 10 20 30 40（％）

営業職

製造・作業職

事務職

無回答

その他

専門・技術職

販売・
サービス職

全ての職種に
配置していない

全ての職種に
配置している

平成30年度

平成27年度

女性管理職を配置して
いない職種-経年比較



男女共同参画啓発活動

in青山学院大学

男女共同参画啓発活動

in青山学院大学

ホームページ
http://wwwa.cao.go.jp/shichoson_map/?data=4

●国会における
　女性議員の状況

（備考）

衆議院は平成30年５月９日現在
　　　　　　　 （衆議院HPより）
参議院は平成30年１月21日現在
　　　　　　　 （参議院HPより）

（備考）総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調」
（平成29年12月31日現在）より集計

●地方議会における女性議員の状況

（平成29年12月31日現在）

都道府県議会の女性議員比率10.1％

女性議員ゼロの町村議会が３割以上

◆市町村女性参画状況見える化マップ
内閣府において、市町村の女性地方議員比率等を
WEBサイト上で見える化しています

衆議院 参議院

10.1％
20.7％

女性議員比率

女性議員ゼロの団体の割合

10.1％

14.9％

0.0％

5.3％

9.9％

市
区
議
会

町
村
議
会

都
道
府
県
議
会

（％）
40

30

20

10

0

33.0％

5

　平成30年10月６日（土）、青山学院大学相模原

キャンパスで開催された「第16回相模原祭」におい

て、《デートDVについて自ら考えてもらう》をテーマ

に、相模原市とさがみはら男女共同参画推進員が協

働し、アンケート形式での啓発活動を実施しました。

当日は、「デートDVになり得る行動」を記したパネル９点

を用意し、ひとつひとつの行動が自分自身にとってデート

DVにあたるのかを来場者に考えてもらいながら、デート

DVだと思う行動を選んでもらいました。

　その結果、男女ともに「避妊をしない又は性行為を

強要する」「反論を許さない」「泣き脅す」といった、相手

の行動を制限もしくは強要するような行為がデートDVで

あるとみなされる傾向があることが分かりました。一方、

「すぐ不機嫌になる」「嘘をつく又は隠し事をする」「ナマ返

事をする」といった、相手を不愉快にさせる行為について

は、あまりデートDVであるとはみなされない傾向にある

ことが分かりました。

　また、半数以上の来場者がすでにデートDVを知っていた

一方で、４割の来場者は知らなかったという現状もある

ため、今後も引き続き、デートDVについての啓発活動を

行なっていきたいと思います。

　政治分野における女性の参画拡大は、政治に多様な民意を反映させる観点からきわめて重要ですが、

国会議員や地方議員の女性の割合は低い状況にあります。こうした状況の中、「政治分野における男女

共同参画の推進に関する法律（以下「推進法」）が施行されました。

目　　的　

　推進法は、政治分野における男女共同参画を効果的

かつ積極的に推進し、男女が共同して参画する民主

政治の発展に寄与することを目的としています。

基本原則

　推進法では、次の３つを基本原則としています。

①衆議院、参議院及び地方議会の議員の選挙において、

男女の候補者の数ができる限り均等となることを

目指して行われること

②男女がその個性と能力を十分に発揮できるように

すること

③家庭生活との円滑かつ継続的な両立が可能となること

　このほかにも、基本原則にのっとり、国及び地方

公共団体の責務、政党その他の政治団体の努力等が

定められています。

小
事
典

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律（平成30年５月23日施行）

～男女の候補者の数ができる限り均等となることを目指す法律ができました～

避妊をしない又は性行為を強要する

反論を許さない

泣き脅す

メール、携帯の履歴を勝手に見る

何をやっても文句を言う

交際相手の友だちの悪口を言う

すぐ不機嫌になる

嘘をつく又は隠し事をする

ナマ返事をする

306

278

266

264

246

98

90

88

36

164

163

149

150

144

80

73

59

36

470

441

415

414

390

178

163

147

72

デートDVだと思うもの（いくつでも選択可能）

デートDVを知っているか（１つ選択）

女 性 男 性 合 計

知っていた

言葉を聞いたことはあったが意味は知らなかった

知らなかった

　　　　　　　   合　計

194

33

114

341

83

13

98

194

277

46

212

535

女 性 男 性 合 計

アンケート結果
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2

自
治
会
活
動
へ
の

女
性
参
画
に
つ
い
て

御
園
南
自
治
会
の
女
性
参
画
の
状
況
は

い
か
が
で
す
か
。

　
過
去
の
女
性
役
員
の
割
合
は
低
か
っ
た

の
で
す
が
、
現
在
は
、
会
長
以
外
の
女
性
役

員
は
7
名
で
、
役
員
全
体
で
の
割
合
は
35
%
で

す
。
組
長(

班
長)

の
女
性
割
合
は
約
50
%
で
す
。

　
親
睦
事
業(

夏
ま
つ
り
、
文
化
祭
等)

で
は
、

女
性
が
約
50
%
参
画
し
て
く
れ
ま
す
し
、
高
齢

者
事
業
に
つ
い
て
は
、
1
0
0
%
近
く
女
性
が

参
画
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
へ
女
性
が
参
画
す
る
こ
と
の
意

義
、
重
要
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
治
会
は
そ
こ
に
住
む
生
活
者
の
為
の

活
動
で
す
か
ら
、
当
然
男
性
の
視
点
、
女

性
の
視
点
の
両
方
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
自
治
会
の
福
祉
活
動
、
親
睦
事
業
、
防

犯
防
災
活
動
に
は
、
今
や
女
性
の
力
、
参
画
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
現
在
、
地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
等
に

対
し
て
、
見
守
り
活
動
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
が
起
き
た
時
に

も
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
強
化
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
女
性
の
自
治
会
長
や

役
員
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
女
性
が
参
画
し
や
す
い
自
治
会
運
営
の

見
直
し
や
、
女
性
情
報
交
換
会
、
交
流
会

の
機
会
を
増
や
し
た
り
、
子
育
て
世
代
（
子
ど

も
会
・
P
T
A
）
と
自
治
会
活
動
と
の
交
流
・

連
携
を
し
た
り
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
も
自
治
会
に
対
し
て
女
性
参
画
の
協

力
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

会
長
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
今
後
の

抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
会
長
に
な
っ
て
、
色
々
な
経
験
を
持
つ

方
々
と
出
会
い
、
交
流
が
で
き
て
、
社
会

の
多
く
の
こ
と
が
学
べ
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
責
任
が
非
常
に
重
く
苦
労
が
多
い
年
月
で
し

た
が
、
辛
さ
よ
り
喜
び
が
大
き
く
、
継
続
で
き
て

き
た
要
因
は
、
周
囲
の
多
く
の
人
の
支
え
、
家
族

の
支
え
、
皆
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
住
民
の
方
に
、
自
治
会
を
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
理
解
し
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
、

参
加
だ
け
で
は
な
く
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
の
だ
ろ
う
か
と
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
後
継
者
の
育
成
、
若
い
世
代
へ
の

引
継
ぎ
も
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
楽
し
い
気
持
ち
で
自
治
会
に
参
加
、

活
動
で
き
る
よ
う
細
や
か
な
気
配
り
、
優
し
さ
、

親
し
み
や
す
さ
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
女
性
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
活
動
に
参
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

女
性
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
勇
気
を
持
っ
て
一

歩
踏
み
出
し
て
欲
し
い
。
遠
慮
せ
ず
勇
気

を
持
っ
て
受
け
て
欲
し
い
。
学
ぶ
こ
と
が
と
て

も
多
く
、
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、
仕
事
も
家
事
も

子
育
て
も
や
り
方
次
第
で
ク
リ
ア
で
き
ま
す
よ
。

7 6

男女共同参画社会実現に向けて、各分野で活躍中の方々を紹介するコーナー

御園南 夏まつりの様子

敬老の日お祝会の様子

自
治
会
長
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
自
治
会
長
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

　
地
域
の
夏
祭
り
な
ど
で
自
治
会
の
方
が

子
ど
も
達
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

将
来
自
身
も
自
治
会
活
動
を
お
手
伝
い
し
な
い

と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
治

会
役
員
就
任
の
声
が
か
か
り
ま
し
た
の
で
、
平

成
12
年
か
ら
自
治
会
役
員
を
引
き
受
け
、
平
成

19
年
に
御
園
南
自
治
会
初
め
て
の
女
性
自
治
会

長
に
就
任
し
、
今
年
で
12
年
目
と
な
り
ま
す
。

就
任
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
、
ご
自
身
、

ご
家
族
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
少
し
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
は
前
だ
け
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

　
私
が
P
T
A
役
員
、
子
ど
も
会
会
長
、
民
生

委
員
等
の
地
域
活
動
や
自
治
会
役
員
も
継
続
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
夫
も
子
ど
も
達
も
そ
の
延

長
線
に
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
自
治
会
長
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
え
ど
も

責
任
あ
る
仕
事
が
多
く
、
困
難
な
事
、
悩
み
事

も
多
々
生
じ
ま
す
が
、
夫
や
子
ど
も
達
が
影
な

が
ら
協
力
、
応
援
し
て
き
て
く
れ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
、
家
に

は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
と
し
て
の

取
組
に
つ
い
て

会
長
に
な
っ
て
変
え
た
・
変
わ
っ
た
こ
と
、

苦
労
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　
会
長
に
な
っ
て
、
7
年
前
に
新
自
治
会

館
を
建
設
し
、
会
館
を
拠
点
と
し
て
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
後

継
者
や
会
場
確
保
に
困
ら
ぬ
よ
う
自
治
会
主
催

事
業
と
し
て
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
御
園
南
」(

高

齢
者
集
い
の
場)

を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
女
性
民

生
委
員
、
女
性
自
治
会
役
員
、
協
力
者
が
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の
昼
食

を
提
供
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
に
よ
る

演
芸
等
を
企
画
し
て
、
毎
回
35
〜 

40
名
の
高
齢

者
の
参
加
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
会
議
に
お
い
て
は
、
時
間
を
短
縮
し
、
要
点

を
ま
と
め
た
解
り
や
す
い
話
し
方
や
資
料
作
成

を
心
掛
け
た
事
に
よ
り
、
役
員
組
長
の
出
席
率

を
上
げ
、
結
果
と
し
て
行
事
へ
の
参
加
協
力
を

増
や
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
は
、
女
性
会
長
と
な
り
、
話
し
や

す
く
な
っ
た
よ
う
で
、
自
治
会
と
の
距
離
が
近

く
な
り
、
連
携
が
よ
り
強
く
な
っ
た
こ
と
で
協

力
的
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い
年
齢
層
の
会

員
の
自
治
会
へ
の
関
心
、
参
画
、
参
加
、
協
力

を
い
か
に
得
る
か
と
い
う
問
題
で
常
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。
情
報
発
信
の
方
法
、
魅
力
あ
る
事

業
の
企
画
、
役
員
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1QAQA

QA

　
取
材
の
た
め
、
篠
塚
さ
ん
を
訪

ね
た
と
こ
ろ
、
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
温
か
い
人
柄
に

魅
了
さ
れ
時
間
の
経
過
も
忘
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

　
御
園
南
自
治
会
初
の
女
性
自
治
会
長
に
就
任

さ
れ
、
現
在
、
御
園
南
自
治
会
は
3
6
5
世
帯
、

自
治
会
加
入
率
は
高
く
80

％
を
超
え
て
い
る
と

の
こ
と
。
自
治
会
の
福
祉
活
動
、
親
睦
事
業
、

防
犯
防
災
活
動
に
は
女
性
の
力
、
参
画
は
欠
か

せ
な
い
と
強
調
し
て
お
ら
れ
、
女
性
の
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
昨
年
は
内
閣
府
主
催
の
「
女
性
自
治
会
長
情

報
交
換
会
」
に
も
参
加
し
、
活
動
の
幅
も
広
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
篠
塚
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
も
っ
と
女
性
に
自
治
会
活
動
で

活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
取
材
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

（
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
Ｎ
・
S
）

取材後記

QAQAQA

QA

QA

インタビュー
南区の御園南自治会初の女性自治会長として、

地域で活躍し続けている篠塚実希子さんに

インタビューしました。

南区の御園南自治会初の女性自治会長として、

地域で活躍し続けている篠塚実希子さんに

インタビューしました。

みその

インタビュー

篠塚 実希子篠塚 実希子
しの　　　　　づか　　　　　　 み　　　　　 き　　　　　こしの　　　　　づか　　　　　　 み　　　　　 き　　　　　こ

さんに
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自
治
会
活
動
へ
の

女
性
参
画
に
つ
い
て

御
園
南
自
治
会
の
女
性
参
画
の
状
況
は

い
か
が
で
す
か
。

　
過
去
の
女
性
役
員
の
割
合
は
低
か
っ
た

の
で
す
が
、
現
在
は
、
会
長
以
外
の
女
性
役

員
は
7
名
で
、
役
員
全
体
で
の
割
合
は
35
%
で

す
。
組
長(

班
長)

の
女
性
割
合
は
約
50
%
で
す
。

　
親
睦
事
業(

夏
ま
つ
り
、
文
化
祭
等)
で
は
、

女
性
が
約
50
%
参
画
し
て
く
れ
ま
す
し
、
高
齢

者
事
業
に
つ
い
て
は
、
1
0
0
%
近
く
女
性
が

参
画
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
へ
女
性
が
参
画
す
る
こ
と
の
意

義
、
重
要
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
治
会
は
そ
こ
に
住
む
生
活
者
の
為
の

活
動
で
す
か
ら
、
当
然
男
性
の
視
点
、
女

性
の
視
点
の
両
方
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
自
治
会
の
福
祉
活
動
、
親
睦
事
業
、
防

犯
防
災
活
動
に
は
、
今
や
女
性
の
力
、
参
画
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
現
在
、
地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
等
に

対
し
て
、
見
守
り
活
動
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
が
起
き
た
時
に

も
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
強
化
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
女
性
の
自
治
会
長
や

役
員
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
女
性
が
参
画
し
や
す
い
自
治
会
運
営
の

見
直
し
や
、
女
性
情
報
交
換
会
、
交
流
会

の
機
会
を
増
や
し
た
り
、
子
育
て
世
代
（
子
ど

も
会
・
P
T
A
）
と
自
治
会
活
動
と
の
交
流
・

連
携
を
し
た
り
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
も
自
治
会
に
対
し
て
女
性
参
画
の
協

力
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

会
長
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
今
後
の

抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
会
長
に
な
っ
て
、
色
々
な
経
験
を
持
つ

方
々
と
出
会
い
、
交
流
が
で
き
て
、
社
会

の
多
く
の
こ
と
が
学
べ
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
責
任
が
非
常
に
重
く
苦
労
が
多
い
年
月
で
し

た
が
、
辛
さ
よ
り
喜
び
が
大
き
く
、
継
続
で
き
て

き
た
要
因
は
、
周
囲
の
多
く
の
人
の
支
え
、
家
族

の
支
え
、
皆
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
住
民
の
方
に
、
自
治
会
を
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
理
解
し
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
、

参
加
だ
け
で
は
な
く
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
の
だ
ろ
う
か
と
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
後
継
者
の
育
成
、
若
い
世
代
へ
の

引
継
ぎ
も
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
楽
し
い
気
持
ち
で
自
治
会
に
参
加
、

活
動
で
き
る
よ
う
細
や
か
な
気
配
り
、
優
し
さ
、

親
し
み
や
す
さ
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
の
女
性
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
活
動
に
参
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

女
性
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
勇
気
を
持
っ
て
一

歩
踏
み
出
し
て
欲
し
い
。
遠
慮
せ
ず
勇
気

を
持
っ
て
受
け
て
欲
し
い
。
学
ぶ
こ
と
が
と
て

も
多
く
、
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、
仕
事
も
家
事
も

子
育
て
も
や
り
方
次
第
で
ク
リ
ア
で
き
ま
す
よ
。
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。
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。
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っ
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が
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や
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で
、
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も
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線
に
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で
す
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治
会
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は
、
ボ
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テ
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ア
と
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え
ど
も

責
任
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る
仕
事
が
多
く
、
困
難
な
事
、
悩
み
事

も
多
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生
じ
ま
す
が
、
夫
や
子
ど
も
達
が
影
な

が
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協
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、
応
援
し
て
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て
く
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い
た
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ら

こ
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、
こ
こ
ま
で
続
け
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と
、
家
に

は
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し
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ま
す
。

会
長
と
し
て
の

取
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に
つ
い
て

会
長
に
な
っ
て
変
え
た
・
変
わ
っ
た
こ
と
、

苦
労
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　
会
長
に
な
っ
て
、
7
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前
に
新
自
治
会

館
を
建
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し
、
会
館
を
拠
点
と
し
て
高
齢

者
の
居
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所
づ
く
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が
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現
で
き
ま
し
た
。
後
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や
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確
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に
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催
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と
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「
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ン
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」(
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齢
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集
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の
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を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
女
性
民

生
委
員
、
女
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自
治
会
役
員
、
協
力
者
が
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の
昼
食

を
提
供
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
に
よ
る

演
芸
等
を
企
画
し
て
、
毎
回
35
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40
名
の
高
齢

者
の
参
加
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
会
議
に
お
い
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は
、
時
間
を
短
縮
し
、
要
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を
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解
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や
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し
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や
資
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作
成

を
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掛
け
た
事
に
よ
り
、
役
員
組
長
の
出
席
率

を
上
げ
、
結
果
と
し
て
行
事
へ
の
参
加
協
力
を

増
や
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
は
、
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長
と
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、
話
し
や

す
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な
っ
た
よ
う
で
、
自
治
会
と
の
距
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が
近

く
な
り
、
連
携
が
よ
り
強
く
な
っ
た
こ
と
で
協
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的
に
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し
た
。

　
た
だ
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い
年
齢
層
の
会

員
の
自
治
会
へ
の
関
心
、
参
画
、
参
加
、
協
力

を
い
か
に
得
る
か
と
い
う
問
題
で
常
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。
情
報
発
信
の
方
法
、
魅
力
あ
る
事

業
の
企
画
、
役
員
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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取
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の
た
め
、
篠
塚
さ
ん
を
訪

ね
た
と
こ
ろ
、
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
温
か
い
人
柄
に

魅
了
さ
れ
時
間
の
経
過
も
忘
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

　
御
園
南
自
治
会
初
の
女
性
自
治
会
長
に
就
任

さ
れ
、
現
在
、
御
園
南
自
治
会
は
3
6
5
世
帯
、

自
治
会
加
入
率
は
高
く
80

％
を
超
え
て
い
る
と

の
こ
と
。
自
治
会
の
福
祉
活
動
、
親
睦
事
業
、

防
犯
防
災
活
動
に
は
女
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の
力
、
参
画
は
欠
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せ
な
い
と
強
調
し
て
お
ら
れ
、
女
性
の
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
昨
年
は
内
閣
府
主
催
の
「
女
性
自
治
会
長
情

報
交
換
会
」
に
も
参
加
し
、
活
動
の
幅
も
広
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
篠
塚
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
も
っ
と
女
性
に
自
治
会
活
動
で

活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
取
材
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
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。
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ソレイユさがみ（相模原市立男女共同参画推進センター）

は、女性も男性も自分らしくいきいきと生きることができ

る男女共同参画社会の実現を図るための拠点施設です。

〒252-0143 相模原市緑区橋本6－2－1（シティ・プラザはしもと内）

JR横浜線・JR相模線･京王線橋本駅北口 徒歩1分

TEL.042-775-1775　FAX.042-775-1776

ソレイユさがみは、指定管理者「ＮＰＯ法人男女共同参画さがみはら」が管理・運営しています。

男女共同参画社会の

実現をめざす情報誌

E-mail jinkendanjo@city.sagamihara.kanagawa.jp 本号へのご意見・ご感想をお待ちしております。

発行　相模原市役所（人権・男女共同参画課） 〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15 TEL.042-769-8205（直通）

取材･協力　さがみはら男女共同参画推進員（広報担当 浅井紀子、井上幹夫、小黒芳男、川本若菜、篠原直彦、中村由起子 50音順/敬称略）

ソレイユさがみ通信
http://www.soleilsagami.jp

 ６月22日㈯　午後１時から午後３時まで

【セミナールーム１】

オープニングセレモニー＆男女共同参画川柳コンテスト2018表彰式

さがみはらいきいきフォーラム2019　

｢人とつながり、自分らしく生きていくために」　　

講 師：原　千晶さん（よつばの会代表・タレント）

婦人科系がんの再発の危機から、仕事で活躍する今日までの『レジリエンス』

（再起力・しなやかな強さ）について、また、治療と仕事の両立や患者会

『よつばの会』代表としての活動などのお話です。　　　　 　…お申し込み方法など詳しくは広報さがみはら５月15日号をご覧ください。

 ６月29日㈯・30日㈰

＊登録団体の活動発表　＊登録団体のワークショップ

＊軽　食　ロコベジ焼きうどん（29日）

野菜たっぷり焼きそば、コーヒー喫茶 ケーキ付（30日）

＊その他　・男女共同参画川柳コンテスト入賞作品展示　

・プチマルシェ

 ７月６日㈯

＊映画会

＊セミナー

　「もしも、がんになったら…治療とくらしを両立するには」

　講 師：村上利枝さん（がんサポート相模原　副代表）

　時 間：午後１時30分から午後３時まで
　会 場：セミナールーム３

 ７月７日㈰

＊ちびっ子タウン　プチさがみはら　　　　 　  …お申し込み方法など詳しくは広報さがみはら６月1日号をご覧ください。

６月22日㈯～７月７日㈰　ソレイユさがみ

男女共同参画推進週間事業

ソレイユフェスタ 2019

☎042-775-1775
ソレイユさがみへ （問合せ時間9：00～ 17：00）
●お問い合わせは

６月22日㈯～７月７日㈰　＊登録団体・情報委員会のパネル展示


